
きつね橋 

今日は天気が良いので松戸市内の坂川へと出かける。この坂川にきつね橋という小さな橋がある。（春雨橋 

のとなりで宝光院前のコンクリ橋）江戸時代の太 
ふと 

日 
ひ 

川 
かわ 

（旧江戸川）沿いにある渡船場では梨本家と青木源 

内家が二つの河岸を運営していたそうだ。この河岸に沿って遊郭や船問屋、船大工の住居が並んでいた。 

多分、この橋は河岸に行き来する橋の一つであったと思う。近くには、宝光院や西蓮寺があり、宝光院は幕 

末の剣術家千葉周作の父の墓や、若き日の周作が門前に住み浅利又七朗から剣術の修行をした場所であ 

る。きつね橋はなぜきつね橋というのか、面白い橋名でいわれが気になる散歩であった。 

絵と文 ：松戸市在住 水彩画家 菅谷功氏 
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新任医師紹介 
横溝肇先生 佐久間晶子先生 

横溝肇先生より 
平成 25 年 4 月より毎週火曜日の胃カメラ・大 

腸カメラの検査を担当させていただいており 

ます、横溝 肇と申します。平成 4 年に信州 

大学医学部を卒業後、東京女子医科大学附 

属第二病院（現東医療センター）の外科に入 

局いたしました。入局後は大学ならびに大学 

の関連病院で研修を行い、平成 11 年 4 月よ 

り平成 15 年 3 月まで新八柱台病院で外科の 

診療ならびに胃カメラ・大腸カメラなどの検査 

を担当し，その後は新潟県立がんセンター新 

潟病院で消化器癌手術・抗癌剤治療などの 

研鑽をつみ，現在は東京女子医科大学東医 

療センター外科で診療いたしております。大 

学では消化器外科，特に大腸肛門病の外来 

診察，手術，抗癌剤治療，臨床研究などを担 

当しております。 

この度私が八柱三和クリニックでの診療を 

担当させていただくことになったのは、以前 4 

年間にわたり新八柱台病院に勤務していた 

ご縁によるものと思います。当時の新八柱台 

病院では、現在当院内科の斉藤丈夫先生、 

渡辺聡枝先生と一緒に仕事をさせていただき、 

主として診療に対するアドバイスなどを頂き大 

変にお世話になりました。また乳腺外科の渡 

辺 修先生（医局の先輩です）には、週 1 回 

でしたが外来や手術のお手伝いをしていた 

だき、外科の診療全般にわたるご指導をいた 

だいておりました。その頃に先生方の診療の 

実力や医療に対する姿勢を拝見させていた 

だいたことが、私の医師としての礎になってい 

ると思っております。また、当院総務の中野さ 

んや何人かの看護師さんも、当時一緒に楽し 

く仕事をさせていただいておりました。そんな 

ご縁で今回お声をかけていただき、当院での 

診療を担当させていただくことになったものと 

思います。当時の新八柱台病院は活気に満 

ちあふれ、地域の患者様のお力になれるよう 

職員一同が一生懸命に働いていたと記憶し 

ております。その流れをくむ八柱三和クリニッ 

クの診療を担当させていただく以上、その頃 

の理念を忘れずに微力ながら頑張って行き 

たいと考えております。よろしくお願い申し上 

げます。 

佐久間晶子先生より 
この４月より毎週木曜日に検査（上部内視 

鏡検査）と外科外来を担当させていただいて 

いる、佐久間晶子と申します。 

平成１９年に東京女子医科大学を卒業後、 

東京女子医大東医療センターにて２年間の 

臨床研修を行い、平成２１年に外科に入局し 

ました。外科に入局し５年が経ち専門は消化 

器ですが、まだまだ修行の身です。４月から 

まだ数回の勤務しかしておらず、現時点では 

上部内視鏡検査と手術のお手伝いをさせて 

いただいております。今後ご要望があれば、 

特に女性では受診を躊躇してしまいがちな肛 

門疾患の診察や大腸内視鏡の検査なども担 

当できればと思います。また、専門は消化器 

ですが、日常生活で「ちょっと困る」「ちょっと 

気になる」といった巻き爪や皮下のできものな 

どの手術もご相談いただければと思います。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

スタッフ紹介 

看護師主任・野崎聡子さんです。 

1.看護師を目指したきっかけ 

幼いころより病弱で病院にお世話になること 

が多く、ごく自然にこの仕事を選んでいました。 

入院して寂しくて食事も摂れない私に、優し 

い看護師さんが絵本を読んで下さったり、手 

作りのアイスクリームを食べさせてくださった 

事等、今でもよく覚えています。 

2.看護師の魅力 

毎日たくさんの患者さんとお逢いしてお話が 

できることが一番の魅力です。それから、学び 

続けられることです。看護師になりたての頃は 

辛いことの方が正直多くあり、挫けそうになり 

ましたが何時も患者さんの優しさや頑張りに



励まされてきました。若いうちに親元を離れた 

私は、看護師としても人としても成長させてい 

ただいたと感謝しています。今では年数を重 

ねるごとにこの仕事が好きになり、続けてきて 

良かったと思っています。 

3.心がけていること・目指している看護 

一期一会を大切にすること。いつも患者さん 

の気持ちに寄り添える看護師でいること。学 

び続け、患者さんの抱える問題を解決するお 

手伝いができる様努力したいと思っています。 

4.八柱三和クリニックの良いところ 

スタッフ全員が患者さんを中心に医療を考え 

ようと努力しています。専門性の高い医療を 

受けられることへの信頼感、いつもの先生に 

診てもらえる、いつものスタッフと話が出来る 

安心感を感じていただけると思います。 

5.患者さん、地域の皆さんにメッセージを 

八柱三和クリニックは、クリニックから病院へと 

枠をひろげ、地域の皆さんにより良い医療を 

提供出来る様、成長しようとしています。病院 

の建設計画より関わっていく貴重な体験を通 

し、良い病院とは、良い医療とは何かを基本 

に戻り一所懸命考えています。患者さんや地 

域の皆さん、スタッフ全員の思いを大切に今 

後もしっかり前を向いて取り組んでいきたいと 

思います。 

先日、遠い異国に住んでいる友人に会い 

ました。インフラ面では、日本のように整備さ 

れておらず、現在現地は真夏だというのに停 

電は何度も。川の水が濁っているため、家で 

使用する水はタンクで購入。食材も慣れない 

ものばかりで、自宅で料理一つ出来なかった 

ようで。 

不便なことが、最初は山積みだったようです 

が、今は「日々生きている感じが凄くする」と 

嬉しそうに言っていました。 

最近聞いていない言葉だったので、妙に感 

動を覚えました。 

とても大切なことを忘れている自分に、また一 

つ気付かされた瞬間でした。 

＜クリニックニュース＞ 
鼎会の三和病院建設予定地に事業計画公 

開板が設置されました。 

（日暮 7 丁目 平成２５年４月１８日設置） 

公開板を見た患者さんから「おめでとうござい 

ます」という言葉をいただき、嬉しくも緊張して 

いる鼎会一同です。場所は閑静な住宅地の 

中にありますので、近隣の方々にも配慮して、 

計画、工事を進めていきます。 

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

大切なこと 

医事課 井上知子 

l 



編集後記 

医療法人社団鼎 会 
かなえかい 

が建設を予定している 三和病院（50 床）新築工事の事業計画公開板が立ちまし 

た。場所は、現在のクリニックから歩いて 10 分程度の場所です。念願の新病院のオープンまで、あと一 

年少し。病院が出来てからも現クリニックでの診療は継続します。機能を分担しながら地域に貢献する 

病院・クリニックを計画しています。９月着工予定ですので、その後にクリニック内待合室に病院の完成 

予想図を展示します。総務：中野三代子 

八柱三和クリニック診療医師担当表 

月 火 水 木 金 土 

午前 渡辺 修 渡辺 修 渡辺 修 渡辺 修 渡辺 修 

乳腺外科 

午後 渡辺 修 渡辺 修 

（手術） 

（手術） 渡辺 修 

午前 

外科 
午後 佐久間晶子 

午前 浅野健一郎 
早田浩一朗 

（２，４） 
整形外科 

午後 
小酒井治 

（２,４） 
小林洋平 浅野健一郎 

午前 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 斉藤丈夫 

内科１ 

午後 斉藤丈夫 斉藤丈夫 （在宅） 斉藤丈夫 

午前 渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 渡辺聡枝 杉崎良親 

内科２ 

午後 仲野総一郎 渡辺聡枝 渡辺聡枝 (高林克日己) 

午前 鈴木明子 鈴木明子 鈴木隆弘 鈴木明子 高林克日己 

内科３ 

午後 鈴木明子 鈴木明子 藪下寛人 鈴木明子 鈴木明子 

胃カメラ 午前 渡辺英二郎 横溝 肇 佐久間晶子 鈴木明子 

大腸カメラ 午後 渡辺英二郎 横溝 肇


